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1。バンドル商品について 

本製品には、日年間の先化したンドバックな守が同桐されていまず。 

同個されているサービス乎ケットに記載の約款に同意頂き、必要事巧を記載し、 

当社に> ール、 FAX 等で送って頂くことにぶり当社で登録を巧いまず。 

登歸完了後、先化し t ンドバック保守ザ受けられまず。 

登歸完了の通なはサービスチケットに記載頂いた f 呆守連絡窓□のちに/ー ルで连絡いたしまず 
《当社での登録完了後、サービスが開始されまず。 


2。本製品の仕糕について 

本製品の機能等の仕織につきましては、 

PN 262 斗 ON の商品仕協書（化協書番号：斗01 —2目2斗 ON — SP 01) と同協でず。 


vJ 。 vr 席 □□ 

〔1) PN 262 斗 ON にか属しているか属品 [2 頂の商品仕磕書参照） 1 式 

(2 ) サービス 乎ケット/約款1枚 

(3) MN 0シリーズスイッ乎サービス乎ケット登録までの流れ/本サービスご利用にあたって1枚 


] 

平ぶ 

2 4年 

1月 

已曰 

e — ネット7-クソ 

] 

平成 

2己年 

2月 

1曰 
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定格。環境条件 


定格人力電圧 
消費電力 
動作環境 

保管環境 

適合規制_ 
耐性 



全 8 No. 2 


AC 100 V 、 50 /目 OHz 、 0。75 A 

定常時最大22。 4 W . 最小1し3 W 
動巧溫度範囲日〜日日 ’C 

動作湿度範囲2日〜8日 ％ RH (結露なきこと） 

保管ミ品度範囲-2 0〜7 0ご 
巧管湿度範囲10〜9 0 %RH (結露なきこと 


電磁巧射 VCC I クつス A 

詩電気放電 （ ESD ) 

放身寸電磕巧吉 

電気が]フ7ストトつンジ I ントバースト 
電気が]サージ 

耐伝導ノイズ性 
電賴周狡数イミ1こティ 
瞬停/電店変動 


IEC 61000 -4-2 ( 10 K V ) 

IEC 61 □日日- 4-3 L e V e 12 
IEC 6100日- 4-4 Levels 
IEC 610 日日-4-己 Levels 
(AC line) 

IEC 6100日- 4-6 L e V e I 2 
IEC 巨100日- 4-8 L e V e 14 
IEC 目1000 -4-11 


おが _ 

2 。おが及び材料。色彩 

2-2。質量（重量） 


添付商品仕栋國による 

3，3 0 0 9 


3-1。ネット7 —ク接続 


ツイストペアポート： RJ 4 己コネクタ24ポート（》1) 

た送ち巧 ： IEEE 8 0 2.3 10 BASE - T 

I 巨 EE 8 日2。3 U 1 00 BASE-TX 
IEEES 02.3 Qb 1 OOOBASE-T 
伝送速度 ：10/1□日/1日日 0 bps を/半二重 

適合ケーブル：ツイスト•ペア•ケー了ル 

(巨 IA / TIA 己目 S カテゴリー己 e 相当は上） 

最大ち送距離；10 0 m 

オートネコ’'ン： L ー シヨン機能：通信速度。全半二重を自動認識 

設定により 10 Mbps 、 1日日 Mbps およびを二重、半二重を固定可能 


3 — 2。ターミナル 

ェミュレータ接 fcc 


3-3 。 LE D 表示 


SFP 拡張ボ ー h : 4 ポート 

《止記 1 日日日目 AS 巨 - T が応ツイストぺアポートとの選お利用 
オフ。シ 3 ン： SFP — 1 日日 0SX SFP モジ 1 ール tPN 己 402 1) 

SFP-1000LX SFP モジ 1 ール CPN 5402 3) 

SFP-LX40 SFP モジ 1 ール CPN 己 402 已） 

(《1 ) MN 曰シリーズ省電カモード搭黃により.ポート接統を自動搞知し.電力消きを必要量に抑制。 


24) 準拠 


コンソール•ポート： R 」4 曰コタクタ 1ポ- 
通信です： R 」4 己 （ ITU-TS V 。； 
エミュレーソヨンモード ': VT 10 日 
通信条件：9巨0日 bps.Sbl しノ： 


( 1 ) 電源 LE D ( PWR ) 

綜点な：電源 ON 

(2) 自己誌断 LED ( STATUS ) 

綠点な：システム正常穏働 
瞪点な：システム起動中 
檔点滅：システム障害 

(3) 遍度たソサ LED ( TEMP ) 

綜点な：正常腺働 

檔点减：内部ミ品度 t ンサの設定闘値超えた場合 
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ノ苗 □□ 忙序未曰 


全 8 N 0 . J 


3 - 4。カスケード接続 


3 -日。再起動 


3-6。エージ: L ント仕様 


3-7。誌定 


3 - 8。スイッ乎の管理 


3 - 9。その他 


(4) ポート L 巨 D 

LINK / ACT 。 （ポート！〜 24) 

綜点な：1日日 M b P S でリンクが確丑； 

禮点な：1日 M b P S で U ンクが確な 
緑点麻：1日日 M b P S でバヶット送韋信中 
禮点 i 減：1 CiMb P S でパ中ット送受信中 
消な：1日日日 W b P S でリンクが確な 
または端末ホ接続 

FULL / COL 。 （ポート！〜 24) 

綜点な：全二重で動作 
瞪点な：半二重で動作 
超点減：半二重でコリジ3ン発生中 
消灯：端末未接続 
白[百 A (ポート！〜 24) 

綜点巧：1 G b P S でリンクが確な 
綜点减：1日 b P S でバヶット送受信中 

消な：1日日 Mbps . 10 Mbps でリンクが確な 
または端末未接続 

ポート！〜2 4 が M D I / M D I - X に自動のに対応（固定設定可能） 
通信条件を固定に設をしたポートは. MD I -X になりまず 
エ墙出荷時は.ポート i 〜2日は M D ] - X になりまず 

ソフ ト う： T アからけ下の3つのモードでリ t ット可能 
C 1 ) ウホームスタート 
CS ) エ塌出荷時に戻ずリ t ット 
(3) I P アドレスは外を I 場出荷時に戻ずリ t ット 
《をモードでリブートタイマー機能の併用が巧能 


管理用プ □トコル ： SNMP V 1/ V 2 
TELNET 
HTTP 
SSH V 2 

ソフトつ エア。 ダウン□-ド用了□トコル： TFTF 
装おずる W I 目： M I 巨 II 

SNMPv 2 — M [臣 
I P-FORWARD I NG-M 


B R I D G 巨- M I [ 

P - B R I DGE - f ' 
Q - 臣 RIDGE - 尸 
I F - M I B 
RADI US-AU — 


POW 巨 R - 巨 TH 巨 RN 巨 T-M I 目 


(R F C 115 7) 

CRFC 854) 

C R F C 2 61 巨） 

CRFC 42 己し R F C 4 2 已 S，R F C 4 S 己3, 
RFC 42 己4， RFC 4716) 
P C R F C 7 8 3 ) 

(RFC 1213) 

(RFC 19 0 7) 

1 ]B CRFC 2 096) 

(RFC 17 己 7) 

(:グループし2，3， 9) 

(RFC 1 493) 

CRFC 2674) 

(R F C 2已7 4) 

CRFC 2863) 

巨 NT — MI 巨 （ RFC 2618) 

-M I 臣 ( RFC 3 621) 


IEEE 8 0 2。 
IEEE 802。 
RST P-M ] B 


IX M I 巨 
3 a d M I 巨 


は下の方をによって管理用パつノーブの設定が可能 

C 1 ) コン ソール。ポートに接続されたが同期端末からの設定 

(2) T e I n e t , および SSH により接続した遠隔端末からの或定 

(3) 日本語 We b による遠踊端末からの設定 


な下の方まによって スイ ッ乎の管理が巧能 

( 1 ) コンソー ル。 ポー トに接続されたが同期端管理 
C 2) SSH/T e Lnet と TCP/IP ネ y 卜 7-ク接続した 遠 福端末からの管巧 
¢3) SNMP マネー ジ r - による管理 
(4) 日本語邮 e b による遠隔端末からの管理 
は下の方法によってスイッ子の動作状況の確認が可能 
C 1 ) 内部溫度 t ンブ臟能 
C 2) C PU 使用率。> モ U 使雨量表を機能 

TFT P Client (ソフトウェアアップグレード'，設定情報の保存。読込） 

S y S log Client (SysLog サーバへの'ンステム □ グ送信） 

□グイン RADIUS (RADI US ブーバによる□グイン認証臟能） 

電源 コー ド掛けブ□ック（電源 コー ドのをけ防止〉 
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塔載機能 


4 - 1。スイッチ機能 


ングツリー 


4 - 3 。 VLAN 


4 一 4。リンク 


アクリケーシ3ン 


4 - 5 。 QoS 


4 一 6。ポー_トモ三タリング 
4 一 7。マルチ今 r スト 


4-8。認証機能サポート 


4 一 9。アク t ス 


つント□ー ル 



スイッ乎ンク方ま 
スイッ ■? ^ンク容量 
バ子ット転送能力 


ストア7ソドフすアード 
4 8。日 G b P S 

し488，日 OOpps / ポート （1 日00 Mbps ) 
148, 80日 pps / ポート （10 日 Mbps ) 

14，880 pps / ポート （10 Mbps ) 


M A C アドレス テーブル ： S K エントリ 


フ□一制御 


エージング 


(ポ-卜単化で自動学習の有効/無効が可能、固定登歸が巧能） 
:已12 K バイト 
:半二重時バ y クプレッツ r 一 
全二重時 IE 巨巨802。3 X 
: 3日日〜目日日げ（デつオルト値） 


IEEE 谷0 2。 1 D スパニンタツリープ□トコル豆換 
I E E E S 日 S 。1 W つピッドスバニングツリ ー 7•□トコル互巧 

I E E E 8日2 。 Is マルチプルスバニンク' ツリーを哪 

目 PDU ガード機能サポート 


E E E 8 0 2。 


Q ブグ VLAN 了 □ トコル準拠 


4 - 1日。リングプ□トコル 


ポー ト ベース VLAN 

VLAN 登録数2已6個（デフホルトも含む） 

インターさ';/トマンション蝶能サポート 

I EEE 8日2。3 Q d リンクアグリダーション機能サボート 
最大12グループ構成可能 （ 1グルー了最大8ポート） 

IEEE 802。 Ip 4段階の優先制御をブポート 
スケジ1ーリング方す： 

Prlorl-ty Queueing ( PQ : 絶が優先スヶジ王ーリング） 
Weighted Round Robin C W R R :重みかきつウンド□ビン） 

が象となるポートの卜つフィックを巧定した:ポートにコピーして送信可能 

IGMP Snooping 機能サポート 
I G M P Q U e 「I e 「磯能サポート 
マル平キでストフィルタリング磯能サボート 

IEEE 8日2。1 X ポートベース認 f 正職能サポート 
I EEES 日2。1 X を用いた MAC ベース個別認 f 正臟能 
IEEE 8 日2。1 X を用いた夕'イナミック V LAN 職能 
IEEE 8 02。1 X を用いたゲスト VLAN 臟能 
登録 MAC アドレス強制誌 t 正機能 
( EAP - MD 己/ TLS/PE A P 誌 I 正です） 

巳 AP フレーム透過槪能 

(ポート単化で巨 AP フレーム透遇の有効/無効が巧能） 

は下のパつゾータでアクヒス制御が巧能 

(1) IP アドレス （Source または Destination ) 

(2) MAC アドレス （Sou r c e または D e s t I ncM I on ) 

(3) TCP / UDP ポート番号 （Source または Destinatio 
C 4) VLAN ] D 

(曰 ） I 巨巨 E 8 日2 。 Ip Priority 

(目 ） DSC P 

(7) Protocol 

( 8) [ C W P タイプ 

C 9 ) TCP S Y N Flag 

リング構成で冗長化が可能（最大8グループの登歲ボ可能） 


Web 管理機能 

己一！.フ 7 — ムウ I ア仕協 

已一1一しソフトウエア 
_バ^ジ3ン_ 

己-1 - 2。対厄ブつゥザ 

己-1 - 3。使用言語及び 
使用プロトコル 


Boot Cocle : Ver ,1.0 ，xx は降 
Runt I m e Code : Ve 「。2。0。0 。 xx な降 


HTTP 1。1 
HTML 4，0 
Java S E 1。4 
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全8 No . 己 


1 7 —ムウ X ァ仕懦 

1 。 スイバン グ 設定 f 。 管 3 1 情報設定 
。I P 設定 
。 SNMP 設走 
。ポート設定 
。 ァク ヒス襄件設定 
。ユーザち/パスつー ド設走 
。 FD 目 設定及び参照 
。時刻設定 
。 VLAN 設定 

。リンクアグリゲーシ3ン設定 
•ポートモこタリング設定 


ご一^ —之。ゾールレポート 


己-2 -3。時固設定 

己- 3。_モこ_夕機能_ 
己- 3 - 1。基本情報 


已 一 4。_クつフィック機能 
己一4一 1。ポートステー； 

己一4 一 2。卜つフィック 
ク'つフ 


MSTP (マル手プルスパ ニン グツリ ー ) 設定 
アクヒスコント□-ル設定 
日。 S 設定 

ストー ムコソ ト□- ル 設定 
I G M P Snooping 設走 
I 日 M P Q U e 「 I e 「設定 
ポート カうンタ 設定及び参照 
ソフ トウ エアアップグレー ド設走 
設定 フ 7イ ルの お存/読込設定 
巧话動設定 
ソス于ム□グ 
ジステム □ グ 送信設定 
設定情報のお巧 

> - ルブーバの設を 

送信先アカウント （/ ー ルアドレス）の設定（最大3アカウント） 

:それぞれにレポートの通知と卜つ y 了の通知を還おす能 
I 送信元アカウント （/- ルアドレス）の設定 


レ ボート間隔の設定 
レポー トの内容の設定 


毎日、毎適、毎月のいずれか 

ポート情報.卜つフィックサマリ、システム□ク 


I 添かフ7イルの選が ：添かしない、 CSV おす、テキストおすのいずれか 
I 添かフ7イルデータの設定 

データ収集間隔：1日分毎. 3日分毎.1時間. 3時間、6時固.1日のいずれか 
□グの内容 ： 带巧使用率 （％)、受信つ レーム 数.ブ□ー ドキ V スト、マル子キャスト 

コリジ3ン回数，エ つ一 尴数，ポート選が 
I 設定後、テスト> ールを送信ずる 

I 端末からのを亥1|テ' ー タの転送による時計合わせ（時刻設定ボタン） 

I SNTP 設定 
I 時刻手動設定 


•システム情報の設定 


:稼働時間 （ sysUpT 1 me ) の表示 
詳細情報 （ S y S D e S C r ) のま示 
管巧を （ sysContact ) の表示 
設置塌巿 （ sysLocot 1 on ) の表お 
ホストを （S y S N Q m e ) の表示 


本体を夕つフィック表示し . L 巨 D の表示が態をリアルタイムで確認巧能 
更新間隔： 2 0砂 

ポートごとのフレーム致.帯巧使用率.コリジ3ン回教. ェつ一 撒数のいづれかをダつフ表示 
逼ま10分間のデータを表示 
更新間隔は2日獻 
名•巧目の切替はボタンです能 




平ぶ2 4年1月已曰 


平成2己年 2月 


ネット 7 -クソリューシ3ン事業本部 
ネット 7 — ク商品事業部 


■ 


パナソニック E S ネットワークス株式会社 






8 

BLDC - ピン No . 
BLDD - 


I I I I I I I I I 

ヒン No .^1 2 3 4 5 6 7 8 


:1 冊 
:1 が 

卜 用） ：2 個 

: 4 本 
: S 本 
: 4 個 
: 1 本 

用 コー ドです。 

月||ソじ品 _ 

化フ 7 イバ。ポート； LC コネクタ （ 2 お） 

伝送ち式 ： IEEE 802 . 3 z 1000 BASE-SX 

伝送速度 ： 10 日日 M b P S 全二重 

適合ケーブル：光つァイバ寸一了ル 

己 0 / 12 己 um マル子モードフ 7 イバ 
己 2 。已/ 12 已 ij _ m マル f モードファイバ 

最大伝送距離：曰 0 / 12 己 m の場合已 5 0 m 

己 2 。已/ 12 己の塌合 22 0 m 

光ファイバ。ポート： LC コネクタ （ 2 あ） 

伝送ちす ： IEEE 802.32 1000 BASE-LX 

伝送速度 ：10 0 日 M b P S 全二重 

適合ケーブル：光ファイバ午一了ル 

1 日/ 1 S 已 m シソグルモードフ 7 イバ 
最大 f 云送距舖 ：10 K m 

光ファイバ•ポート： LC コネクタ （ 2 あ） 

伝送速度 ：10 0 日 M b P S 全二重 

適合寸ーブル：化フ 7 イバケーブル 

10 /12 5 M m シングル モー ドつァイバ 
最大伝送距離： 40 Km (を 2 ) 

(《 1 )LX 4 日を巧向でご使用ください（通信速度 1 日日 0 M b P S) 
2 ) 光許容指失が一 1 日 d B 从下でご使用ください 
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。コネクタ ピン配置 

目- 1 。 ポート！〜 2 4 

状態 ピン N 0。 1 2 3 6 4 5 7 

MD 1 -X 信号 BLDB + BLDB - BLDA + BLDA - BLDD 4- BLDD - BLD 

MD ] 信号 BLDA + BLDA - BLDB + BLDB - BLDC + BLDC - BLD 


ンソール 

。ポート 



ピソ N 0。 

信号 

ピソ N 0。 

信号 

1 

T X D 

己 

NC 

2 

G N D 

6 

N C 

3 

RXD 

7 

N C 

4 

扫 N D 

谷 

N C 


己違量片ま。ィ寸属品 
7-し設置でま 
7-2。か属品 


( 1 ) 19イン子つ y クへの巧りかけ 

( 1 ) 巧あ説明書 
口） CD-ROM 

(3) 巧かを具 （1 日イン手つックマウン 

(4) ねじ （19 インチつックマウント巧) 
(已）ねじ（巧かを具と本体接統巧） 

(6) ゴム足 

(7) 電源 コ ード（み） 

( 《 ） か属の電媽コ-ドは10 0 V 専 


パナソニック E S ネットワークス株式会社 
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作ぶ日 
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品名 

Switch - M 24 sG 
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商品仕様書 
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品番 
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9。安全確保のための使用止の禁止事巧 


下記の巧目を補足されていない場合の卜つブ'ルに関しては、青任を負いかねまず。 
あ商品のご使用に際しては、け下の点を遵守ください。 


) 


( 2 ) 


(3) 


(4) 


(曰） 


( 6 ) 


(7) 


( 8 ) 


(9) 


交流10 0 V け外では使用しない 
乂を。感電。な障の原因となりまず。 

この装置を分解。改造しない 
义を。感電。故障の巧因となりまず。 

開□部和ツイストぺアポート， SFP お張ス□‘: 
义お。感電-故障の原因となりまず。 


卜から内部に金属や燃えやずいものなどの異物を差し込んだり、落とし込んだりしない 


ツイストペアボートに10目 ASE - T /100 BASE - TX /1000 目 ASE - T はかの機器を接統しない 
义を•感電。な障の原因となりまず。 

水のある場巧の近く.湿気時ほこりのをい塌巧に設置しない 
火災。感電。か階の原因となりまず。 

直お曰ホの当たるところ和湿度の高いところに設置しない 
内部の溫度ボ上がり、乂盤の原因となります。 

ぬれた手で電源プつグををき差ししない 
感電。故睛の®因となりまず。 

雷が発生したときは.この裝置や接続すーブルに細れない 
感電の原因となりまず。 

電源コードを傷つけたり.無理に曲ばたり.引っ張ったり.ねじったり.たばねたり.はさみ化んだり.重いものをのせたり.加熱したりしない 
電源コードが破損し、义夕•感電の巧因となりまず。 


0) 振動。衝撃のをい場巧やで安定な場所に設置しない 
巧下して、けボ。故障の原因となりまず。 


11) SFP 化張ス□ットに別売の SFP モジ: 
义巧-感電。故暗の原因となりまず。 


-ル （S F P 000 SX/SFP - 10 0 0 L X / S F P - L X 4 0 ) はかを実装しない 


(12) コンソールポートに別売の〕ンソール吁 一7 ル PN 72 0日1 R 」4 己ピン- DSub 9 ビンコンソールケーブルは外を接続しない 

乂お。感電。か障の原因となりまず。 

(13) この装置を义に入れない 

禱発。乂巧の原因となりまず。 

(14) 必ず アース 線を接続ずる 

慶電。語動作。故障の原因となりまず。 

(15) 電源コードを電源ポートにゆるみなどがないよう，確実に接続ずる 

感電传誤動作の原因となりまず。 

¢16)故睛時は電源了つダををく 

電源を供給したまま長時閣放置ずると火萊の原因になりまず。 

¢17)自己設が L 巨 D ( STATUS ) が檔点減となった塌合は.システム障害のため電源プつグを抜く 
電源を供給したまま長時間放置すると火をの原因となりまず。 

(18) ツイスト ペア ポート、 コンソール ポート . SF P 拡银ス n'y 卜、 電ミ原 コード 掛け了 □ッ クで手などを切らないようを意の 止 巧りおう 

。使用止のミ主意事巧 


( 1 ) 内部の点検。修理は販売店にごな頼ください。 

(2) 巧用電源は必ずあち置の近くで.耶リ圾い吊ずい塌巧からわ巧りください。 

(3) この装置を設置。移動ずる際は.電源コードをはずしてください。 

C 4) この装置を清掃ずる際は.電源コードをはずしてください。 

C 5) 仕様眼界をこえると語動作の原因となりまずので、ごミ主意ください。 

(目） R 」4 5コネクタの金属端子をコネクタに接続されたクイストペアケーブルのモジ i つ了つク'の金属端モ. SFP 柏:银ス Oy 卜内部の 
金属端すに触れたり.帯電したものを近づけたりしないでください。 

静電気により巧障の原因となることがありまず。 


(7) コタクタに接続されたツイストペアす一了ルのモジ1つプつグを力一ぺ 
詞電気じより故障の原因となりまず。 


卜などの帯電ずるものの占や近辺に放置しないでくた'さい。 
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品名 

Switch - M 24 sG 

5年先化しの nr ''が呆守 n '' ノト'' ル商品 

品番 

Ph 

■^262 斗 0 NB 己 


商品 


(8) 落下など強い衝擊をちえないでください。が暗の原因となりまず。 

(日）コンソールポートにコンソールケーブルを接続ずる輕は.事前にこの装置は外の金属製什器等を触って静電気を除ま 

(10) は下塌巧での保管。使用はしないでください。 

(仕様の環境条件下にて保管。使用をしてください） 

- 水などの液体がかかるあれのある場所、湿ながをい場戸斤 

- ほこりのるい塌巧、静電気障害のをれのある場所（カーぺットの上など） 

- 直身寸日光が当たる場巧 

-，結露ずるような場巧、仕様の環境を件を滿たさない高温。化温の場所 
-振動。衝撃が強い塌巧 

(11) 周囲の湿度が日〜己日ごの墙巧でお使いください。 

また.この装置の通風□をんさがないでください。 

通風□をんざぐと内部に熱がこもり語動作の原因となりまず。 

(12) S F P あ張ス □ 'ソトに別売の S F P 拡張モジュール （S F P 1 000 SX/SFP - 1 _0 0 0 L X / S F_P - L_X 
動作保証はいたしませんのでごミ主意ください。 

。 nn 貝保 B 正について 

本商品の品質管理には最大のミ主力をいたしまずボ、 

C 1 ) 万一、本な品の品質でをが原因となり、人が並びに.財连にを大の穀響ボ予測される場合には.本仕様書記載の特性 
がしを；省を持たれ.かつ二重回路掌の安全が策を組み込んでいただくことを.製造物音任の観点からお勧めしまず。 

じ') 本商品の品質保 f 正期間はお買上げ’曰より1年間とし.本仕糕害に記載された項目とその範囲巧とさせていただきま^ 
本商品に製社の童によるおおが日月らかになった塌合には.誠意をもって代替品の捏供、または瑕疵部分の交換，修] 
本巧品の納入場巧で速肯かに行わせていただきまず。 

但し、なの場合はこのお証のが象から除かせていただきまず。 

1 ) 本商品の故睛梓おなから誘発された他の損害の塌合。 

2 ) お買い止げ摇の耶あい.保管.适鹏（輸送）にわいて.本仕糕書記載从タトの集件ボ本な品に加わった塌合。 

3) お買い止げ'時までに実用化されている技術では予見ずることがずす能であった現象に起因ずる場合。 

4) 义巧，せ震。決水。义ぶ。紛争など載社に責のない自なあるいは人為めな巧害による場合。 


耳け及説日月書.本体貼かつべル尊のミ主意害にがった使用:厌態て'保証期間巧に故障した場合には.無料修理させていただき: 

わ客搖の巧お説明青にがわない操作に超因ずる損害および本商品の故暗。誤動作などの要因によって通信の槪会を 
逸したためにをじた坦吉については.その貴任は負いかねまずのでご了承ください。 

(イ）使用止の語りおよび不当な修理時改造によるな障および損傷 

(□) お買上け'楼の巧か場所の移設，輸送、落下などによる故障および損偏 

(/\) 乂烫.お震.水吾.落雷.その他天巧おをわよびな吾.塩吾.ザス害（硫化ザスなど）.異常電店、指定外の 
使用電お（電店、周殺数）などによる故障および損傷 
(二）保証菁の植示がない場合 

(ホ）保 t 正書にわ買上げ日、お客様るの記入のない場合、あるいはす巧を書き替えられた場合 
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